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住民アンケート調査 

1.調査の概要 

1.1調査の目的 

本住民意識調査は、粕屋町都市計画マスタープランを策定するにあたり、住民の意識や意向

を把握して計画策定の基礎資料とする事を目的として実施した。 

 

1.2調査方法 

(1) 調査対象 

・調査人数=3,000 人 

・調査対象=18 歳以上で町内在住の方 

・抽出方法=住民基本台帳より、該当者を無作為抽出した。 

 

(2) 配布･回収方法 

郵送法により配布・回収を行った。 

 

(3) 調査期間 

平成 30 年 9 月 27 日～平成 30 年 11 月 2 日 

 

1.3回収状況 

3,000 通配布し、1,005 通回収した。回収率は 33.5％となった。 

小学校区別、性別での回収数と実際の人口比率は近い値となっており、地域や性別による回

答の偏りは少ない。 

表 0-1 回収数と人口比率（小学校区別人口・性別人口） 

小学校区 
回収数 地区別人口  

性別 
回収数 性別人口 

回収数 比率 人数 比率  回収数 比率 人数 比率 

大川 207 21.1% 10,642 22.4%  男性 494 49.7% 23,551 49.5% 

仲原 249 25.4% 11,631 24.4%  女性 499 50.3% 24,053 50.5% 

粕屋西 236 24.0% 12,482 26.2%  性別不明 12 ― ― ― 

粕屋中央 290 29.5% 12,849 27.0%   1,005  47,604  

地区不明 23 ― ― ―       

合計 1,005  47,604        

※小学校区別人口、性別人口は平成 30 年 10 月

末現在の住民基本台帳より集計 
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2.調査結果 

2.1回答者の特性 

 

(4) 性別 

・回答者は男女半数ずつ。 

・住民基本台帳の男女比率（男性 49.5％、女性 50.5%）とほぼ合致している。 

 
回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

(5) 年齢 

・「70 歳以上」（27.4％）の回答が最も多く、次いで「40～49 歳」（20.3％）、「30～39 歳」（17.6％）

が多い。 

・前回調査より 50 代、60 代、70 歳以上の高齢な回答者の割合が減少し、30 代 40 代の若い回

答者の割合が増加している。 

 
回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

※前回調査では調査対象が 20歳以上であったため、年齢区分は「20～29歳」としていた。 

今回調査では調査対象を 18歳以上とし、「18～19歳」「20～29歳」としていたが、 

「18～19歳」が 4人と非常に少ないため、「20～29歳」55人とあわせて集計した。 

  

49.7％（494人）

50.3％（499人）

（12人）

46.4％（363人）

53.6％（419人）

（28人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

男性

女性

無回答
今回調査（H30）

前回調査（H20）

5.9％（59人）

17.6％（175人）

20.3％（202人）

13.5％（135人）

15.3％（153人）

27.4％（273人）

（8人）

6.1％（48人）

13.9％（109人）

9.5％（74人）

15.9％（124人）

23.7％（185人）

30.9％（242人）

（28人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

18～29歳※

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

今回調査（H30）
前回調査（H20）

設問：問１ あなた自身のことについておたずねします。 

（該当する項目を１つだけ選択する単一回答） 
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(6) 住んでいる小学校区 

・「粕屋中央小学校区」（29.5％）が最も多く、次いで「仲原小学校区」（25.4％）、「粕屋西小学校

区」（24.0％）、「大川小学校区」（21.1％）の順となった。 

・住民基本台帳の校区人口比率（大川 22.4％、仲原 24.4%、粕屋西 26.2％、粕屋中央 27.0％）と

同様の傾向であった。 

 

 

 
回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

 

(7) 職業 

・「会社員」（33.9％）、「無職」（23.1％）、「パートアルバイト」（13.7％）、「家事専業」（13.0％）

の順に多い。 

・前回調査より会社員の割合が増加し、無職の回答者の割合が減少している。 

 
回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

  

21.1％（207人）

24.0％（236人）

25.4％（249人）

29.5％（290人）

（23人）

24.2％（195人）

23.4％（189人）

26.2％（211人）

26.2％（211人）

（4人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

大川小学校区

粕屋西小学校区

仲原小学校区

粕屋中央小学校区

無回答
今回調査（H30）

前回調査（H20）

33.9％（337人）
0.9％（9人）

4.5％（45人）

6.2％（62人）

13.7％（136人）

13.0％（129人）

0.5％（5人）

23.1％（229人）

4.1％（41人）

（12人）

21.3％（166人）
2.2％（17人）

6.9％（54人）

4.5％（35人）

10.6％（83人）

17.0％（133人）

0.8％（6人）

32.3％（252人）

4.5％（35人）

（29人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

会社員

農林水産業（主として）

自営業（農林水産業以外）※

公務員、団体職員※

パート、アルバイト

家事専業

学生

無職

その他

無回答

今回調査（H30）

前回調査（H20）

※前回調査では「自営業（農林水産業以外）」を「自営業（商工サービス業）」に、 

「公務員、団体職員」を「公務員、団体職員、教員」と表記としている。 
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(8) 通勤・通学先 

・通勤・通学先は「福岡市内」（48.6％）、「粕屋町内」（26.6％）が多い（無回答を除く）。 

・前回調査より「粕屋町内」が減少し「福岡市内」が増加している。 

 
回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 
※前回調査の「自宅」「粕屋町内」を、今回調査では「粕屋町内」に統合している。 
 

 

(9) 居住形態 

・「一戸建持家」（44.3％）が最も多く、次いで「賃貸マンション・アパート」（30.7％）、「分譲マ

ンション」（17.2％）となっている。 

・前回調査と比較して、戸建住宅の割合が減少し、マンションやアパートの割合が増加してい

る。 

 
回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

 

  

26.6％（167人）

48.6％（305人）

14.3％（90人）

10.5％（66人）

（377人）

46.8％（241人）

32.4％（167人）

12.8％（66人）

8.0％（41人）

（295人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

粕屋町内※

福岡市内

糟屋郡内（粕屋町を除く）

その他

無回答

今回調査（H30）

前回調査（H20）

44.3％（443人）

4.5％（45人）

17.2％（172人）

30.7％（307人）

1.0％（10人）

1.3％（13人）

0.9％（9人）

（6人）

63.6％（496人）
6.3％（49人）

10.3％（80人）

17.8％（139人）

1.2％（9人）

0.6％（5人）

0.3％（2人）

（30人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

一戸建持家

一戸建借家

分譲マンション

賃貸マンション・アパート

公営住宅

社宅・官公舎

その他

無回答

今回調査（H30）

前回調査（H20）
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(10) 家族構成 

・「本人と子の 2 世代」（44.5％）が最も多く、次いで「夫婦のみ」（26.9％）、「単身」（14.9％）

の順となっている。 

 
 

(11) 居住年数 

・「30 年以上」（34.8％）が最も多く、次いで「10～20 年未満」（20.0％）が多い。 

・前回調査と比較して居住年数が短い回答者が増加しており、居住年数 20 年以上の割合が減少

し、居住年数 20 年未満の割合が増加している。 

 
 

(12) 粕屋町に移り住む前の住所 

・「福岡市」（37.5％）が最も多く、「福岡県外」（22.1％）となっている。 

・「粕屋町（生まれたときから）」（11.6％）は 1 割程度であった。 

 

14.9％（148人）

26.9％（267人）

44.5％（442人）5.8％（58人）

4.4％（44人）

1.1％（11人）

2.3％（23人）

（377人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

単身（同居者はいない）

夫婦のみ

本人と子の2世代

本人と親の2世代

3世代以上

兄弟姉妹のみ

その他

無回答

今回調査（H30）

13.5％（134人）

6.6％（66人）

13.3％（132人）

20.0％（199人）

11.8％（118人）

34.8％（347人）

（9人）

10.1％（79人）

5.2％（41人）

7.9％（62人）

12.1％（95人）

15.5％（121人）

49.1％（384人）

（28人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

３年未満

３～５年未満

５～10年未満

10～20年未満

20～30年未満

30年以上

無回答

今回調査（H30）

前回調査（H20）

11.6％（115人）

37.5％（372人）

13.4％（133人）

15.3％（152人）

22.1％（219人）

（14人）

15.5％（119人）

35.9％（276人）

15.2％（117人）

14.5％（111人）

18.9％（145人）

（42人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

粕屋町（生まれたときから）

福岡市

糟屋郡（粕屋町を除く）

上記を除く福岡県内※

福岡県外

無回答
今回調査（H30）
前回調査（H20）

回答者数：今回調査（H30）N=1,005 

 

回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 
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(13) 粕屋町に住むようになったきっかけ 

・「仕事の関係」（25.0％）、「結婚を機に」（16.1％）、「住宅事情」（15.3％）、「親や親戚がいるの

で」（14.7％）の順となっている。 

 
回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 
※前回調査の「環境が良いから」を、今回調査では「生活環境が良いから」「自然環境が良いから」に分けている。 

前回調査の「環境が良いから」は「生活環境が良いから」の項目に示している。 

 

  

25.0％（259人）

3.2％（33人）

4.8％（50人）

2.6％（27人）

7.7％（80人）
15.3％（158人）

16.1％（166人）

14.7％（152人）

0.6％（6人）

10.0％（103人）

22.5％（157人）

0.9％（6人）

6.2％（43人）

5.3％（37人）

18.6％（130人）

20.5％（143人）

15.5％（108人）

2.3％（16人）

8.4％（59人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

仕事の関係で

子育て、子どもの教育のため

生活環境がいいから※

自然環境がいいから※

交通の便がいいから

住宅事情

結婚を機に

親や親戚がいるので

友人・知人がいるので

その他

今回調査（H30）

前回調査（H20）
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2.2粕屋町の将来のあり方 

(14) 町の将来像・方向性 

 

・「交通利便性が良いまち」（29.8％）を望む意見が最も多く、次いで「医療・福祉サービスのま

ち」（24.6％）、「子育てのまち」（16.4％）が多かった。 

 

 

■年齢別･性別・地区別集計 

・多くの年齢層、性別、地区で「交通利便性が良いまち」を希望する割合が高い。 

・若い年齢層で「子育てのまち」の割合が高く、30 代では「子育てのまち」が最も高い。 

・60 代と 70 歳以上では「医療・福祉サービスのまち」の割合が最も高い。 

・女性の方が「子育てのまち」の割合が高い。 

・粕屋西地区で「交通利便性が良いまち」の割合が特に高い。 

 

7.0％（135人）

9.1％（175人）

1.4％（26人）

3.0％（58人）

8.7％（168人）
29.8％（574人）

24.6％（473人）

16.4％（316人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

住宅の質が高い「住宅のまち」

商業施設が充実した「商業のまち」

工業・流通施設など働く場が多い

・・・・・・・・・「工業のまち」

農業が盛んな「農業のまち」

自然や歴史文化を身近に感じられる

・・・・・・「自然と歴史のまち」

道路が整備され、駅やバスが利用しやすい

・・・・・・・「交通利便性が良いまち」

病院や福祉施設が充実した

「医療・福祉サービスのまち」

学校や保育サービスが充実した

・・・・・・・「子育てのまち」

29.3% 31.7%

18.3%
9.7% 13.0%

7.3%
15.2% 17.7% 17.2% 16.6% 14.5% 17.7%

12.1%
15.2%

23.2%

24.8%
28.3%

32.3%
23.7%

25.7% 27.0%
23.8% 24.9%

23.6%

29.3%
28.2%

32.6%

34.5%
25.6% 29.3% 30.2%

29.5% 26.7% 35.0%
27.8%

29.7%

7.8%
4.1% 7.9%

7.8% 13.0% 10.4% 8.9%
8.6%

8.0%
7.8%

11.6% 7.3%
1.7% 2.6%

1.8%
2.7%

4.4% 3.5% 2.7%
3.1%

4.1%
2.5%

3.3% 2.3%1.7% 0.9% 0.3%
0.8%

1.0% 3.0%
2.0%

0.6% 2.3% 0.4%
1.0% 1.7%

7.8% 9.7% 9.4%
11.2%

7.8% 8.7%
9.7% 8.5% 8.7% 6.7% 9.3% 10.8%

10.3% 7.6% 6.6% 8.5% 6.8% 5.5% 7.6% 6.3% 5.9% 7.2% 7.5% 6.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

住宅の質が高い「住宅のまち」

商業施設が充実した「商業のまち」

工業・流通施設など働く場が多い

「工業のまち」

農業が盛んな「農業のまち」

自然や歴史文化を身近に感じられる

「自然と歴史のまち」

道路が整備され、駅やバスが利用しやすい

「交通利便性が良いまち」

病院や福祉施設が充実した

「医療・福祉サービスのまち」

学校や保育サービスが充実した

「子育てのまち」
回答者数：

設問：問２ 今後、粕屋町がどのような町になることを望みますか。 

（選択肢から 2 つまで選択する複数回答） 

回答者数： N=1,005 
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(15) 今後の居住意向 

 

・「これからも住みつづけたい」（63.5％）と「しばらくの間は住みたい」（23.9％）を合わせると

87.4％を占め、多くの住民が住みたいと答えている。 

・反対に「あまり住みたくない」（5.7％）と「すぐにでも転出したい」（0.7％）を合わせても 6.5％

にとどまった。 

 

 

 

 

■年齢別･性別・地区別集計 

・若い世代ほど「しばらくの間は住みたい」の方が「これからも住み続けたい」よりも多く、転

出の可能性も高い。 

・粕屋西地区は「これからも住み続けたい」の割合が最も低く、「あまり住みたくない」「すぐ

にでも転出したい」の割合は最も高い。 

 

 

  

63.5％（630人）
23.9％（237人）

5.7％（57人）

0.7％（7人）

6.1％（61人）

（13人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

これからも住みつづけたい

しばらくの間は住みたい

あまり住みたくない

すぐにでも転出したい

わからない

無回答

12.1%
4.0% 3.0% 4.5%

9.9% 7.1% 7.0% 5.3% 6.9% 4.8% 6.1% 5.9%

1.7%
1.1% 1.5% 0.8% 1.0% 0.4% 1.0% 1.3% 0.8%

3.4%
8.0%

5.5%
5.2%

8.6%
3.8% 4.5% 6.9% 4.5% 8.7% 4.9% 4.8%

48.3%

40.2%

33.8%
20.1%

13.9%

8.6%

23.0% 25.4%
20.3%

31.2%

20.2% 23.9%

34.5%
46.6%

57.7%
68.7% 67.5%

79.7%

64.5% 62.1%
67.3%

54.1%

68.0% 65.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

これからも

住みつづけたい

しばらくの間は

住みたい

あまり

住みたくない

すぐにでも

転出したい

わからない

回答者数：

設問：問３ 今後も粕屋町に住み続けたと思いますか。 

（選択肢から１つだけ選択する単一回答） 

回答者数： N=1,005 
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(16) 粕屋町に住みたくない理由 

 

・住みたくない理由としては「交通の便が悪い」（20.3％）が最も多く、「買い物が不便」（11.3％）、

「医療・福祉施設が利用しにくい」（10.5％）の順であった。 

 

  

  

10.5％（14人）

5.3％（7人）

3.8％（5人）

11.3％（15人）

20.3％（27人）4.5％（6人）

2.3％（3人）

5.3％（7人）

3.0％（4人）

5.3％（7人）

8.3％（11人）

6.8％（9人）

3.0％（4人）

10.5％（14人）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

医療･福祉施設が利用しにくい

保育園などの子育て支援施設が不便

教育環境が悪い

買い物が不便

交通の便が悪い

自然環境が悪い

近くに公園が無い

治安が悪い

職場から遠い・近くに働く場が無い

災害（地震・水害）が不安

近隣の人間関係が良好でない

住宅が不便（古い・狭い）

家賃が高い

その他

設問：問４ 粕屋町に住みたくない理由は何ですか。 

（選択肢から 2 つまで選択する複数回答 前設問で「あまり住みたくない」「すぐにで

も転出したい」という回答者が対象） 

回答者数： N=1,005 
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2.3施策に対する満足度・重要度 

 

これまで取り組んできた都市計画マスタープランの主要施策について、満足度と重要度の評

価点を算出し、満足度・重要度の両方から評価した。 

 

 

 

  

設問：問５ これまで取り組んできたまちづくりについてどれぐらい満足していますか。 

今後のまちづくりにおいてどの程度重要ですか。 

（重要度と満足度について５段階のうち 1 つだけ選択する単一回答） 

●満足度・重要度を示す評価点の算出方法 

満足度 

評価点 
＝ 

「満足」の回答者数×10 点 

「やや満足」の回答者数×5 点 

「どちらともいえない」の回答者数×0 点 

「やや不満」の回答者数×-5 点 

「不満」の回答者数×-10 点   の合計 

÷ 

「満足」 

「やや満足」 

「どちらともいえない」 

「やや不満」 

「不満」    の回答者数の合計 

（無回答を除く回答者数） 

重要度 

評価点 
＝ 

「重要」の回答者数×10 点 

「やや重要」の回答者数×5 点 

「どちらともいえない」の回答者数×0 点 

「あまり重要でない」の回答者数×-5 点 

「重要でない」の回答者数×-10 点 の合計 

÷ 

「重要」 

「やや重要」 

「どちらともいえない」 

「あまり重要でない」 

「重要でない」 の回答者数の合計 

（無回答を除く回答者数） 
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(17) 重要度が高い施策・満足度が低い施策 

・「歩行者・自転車が安心して歩行できる道路の整備」は、全項目の中で満足度が最も低く、重

要度が最も高い。全項目の中で一番に取り組むべき施策といえる。 

・交通分野の施策全てが重要かつ満足度が低く評価されており、交通問題について、重点的に

取り組む必要がある。 

・安全・安心分野の施策は重要度が高いと認識されている。特に「防犯のまちづくり」や「地震

や水害などの災害に強いまちづくり」は重要度が高い。 

・緑に関する施策は満足度が高く、町民から一定の評価を受けているといえる。 

・土地利用に関する施策で「駅前の整備とにぎわいづくり」「柚須駅周辺などの住宅と工業用地

の混在解消」については満足度が低い。 

 

  

 

人口増加を受け止める住宅用

地の確保と良好な住環境づくり

（0.82,5.25）

福岡インターチェンジや国道

201号周辺の物流拠点の充実

（2.06,3.36）

駅前の整備とにぎわいづくり

（-2.71,5.75）

柚須駅周辺などの住宅と

工業用地の混在解消

（-2.40,3.71）

町内・町外をつなぐ幹線道路の整備

（-1.32,6.40）

身近な生活道路の整備

（-2.19,6.80）

歩行者・自転車が安心して

通行できる道路の整備

（-4.25,7.68）

電車やバスなどの公共

交通の利便性向上

（-0.52,6.84）

地震や水害などの災害に

強いまちづくり

（-0.18,7.20）

公害がないまちづくり

（1.52,6.30）

防犯のまちづくり

（-0.54,7.63）

上下水道の整備

（2.53,5.78）

ユニバーサルデザインの推進

（-0.27,3.47）

公共交通の利用促進によるＣＯ2排

出抑制など環境に優しいまちづくり

（-0.22,4.57）

駕与丁公園など町のシン

ボルとなる公園の充実

（2.82,4.74）
身近な公園の整備

（0.42,4.34）

田園風景の骨格となる

農地・森林の保全

（0.51,3.21）

駅や中心市街地の景観整備

（-0.86,4.06）

道路や道路沿線の景観整備

（-0.92,3.85）

公共公益建築物の緑化

（0.52,2.53）

民有地の緑化の促進

（0.04,1.92）

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

-5.00 -4.00 -3.00 -2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

満足度平均値

（-0.25）

分野

土地利用

交通

安全・安心

快適性

緑

風景

重
要
度

重要

（高）

重要でない

（低）

満足度
不満

（低）

満足

（高）

重要度平均値

（5.02）

回答者数： N=1,005 
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2.4商業地、工業・流通施設 

(18) 利用している商業施設 

 

・それぞれの買い物で住み分けがされており、「食料品」は「自宅近くの商店」（42.3％）、 

「日用品」は「自宅近くの商店」（29.5％）と「県道 607 号線四軒屋～吉田間の商業施設集積

地」（24.4％）、「それ以外」は「イオンモール福岡」（43.4％）が多い。 

・前回調査より、全ての買い物で「イオンモール福岡」利用者の割合が増えている。 

・反対に、すべての買い物で「長者原駅～原町駅周辺の商店街」利用者の割合が減っている。 

・「日用品」では「自宅近くの商店」利用者の割合が増加し、「県道 607 号線四軒屋～吉田間の

商業施設集積地」利用者が減少している。 

 

 

 

  

11.4%
7.6%

13.3% 11.6% 12.2% 10.8%

4.0%
2.6%

4.6% 6.5% 8.7% 12.4%0.9%
0.5%

2.0%

2.6%

24.3%
27.8%

1.0%
2.7%

0.2%

0.4%

0.4% 0.1%

13.0%

9.2%

18.5% 16.0%

43.4% 31.2%

14.4%

11.5%

24.4%
32.1%

6.8%
10.8%

12.9%

18.4%

7.5%

10.3%

0.5% 2.3%

42.3%
47.5%

29.5%
20.6%

3.7% 4.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

今回（H30）
N=1,005

前回（H20）
N=810

今回（H30）
N=1,005

前回（H20）
N=810

今回（H30）
N=1,005

前回（H20）
N=810

食料品 日用品 それ以外

自宅近くの商店

長者原駅～原町駅

周辺の商店街

県道６０７号線

四軒屋～吉田間

イオンモール福岡

農産物直売所

「なのみの里」

天神・博多の

百貨店など

天神・博多百貨店

以外の福岡市内

その他町外

粕
屋
町
内

福
岡
市
内

他

回答者数：

設問：問６ 普段あなたはどこで買い物をしますか。 

（それぞれ１つだけ選択する単一回答） 



－ 住民アンケート調査 ― 

- 16- 

1） 食料品 

・18~39 歳の若い世代で「自宅近くの商店」をよく利用している。 

・粕屋西地区では「県道 607 号線四軒屋～吉田間の商業施設集積地」、仲原地区では「イオンモ

ール福岡」の利用が他の地区より多い。 

 

 

 

2） 日用品 

・若い世代で「自宅近くの商店」を利用している割合が高い。 

・粕屋西地区では「県道 607 号線四軒屋～吉田間の商業施設集積地」、仲原地区では「イオンモ

ール福岡」の利用が最も多い。 

 

  

11.9% 12.6% 11.9% 14.4% 11.3% 14.4%
10.6% 12.2% 12.4%

6.9%

17.6%

9.7%

3.4%
5.1% 4.0%

4.5%

2.0%

4.5%
4.6% 3.5%

8.4%

4.8%

2.5%

1.4%

3.4% 0.6% 0.8%
1.3% 0.8% 0.8%

1.0%

0.5%

1.3%

0.8%

0.7%

0.6%

1.0%

1.5% 1.5% 0.8% 1.2% 1.5%

0.4%

1.3%

1.0%

13.6% 13.1% 14.4%
9.8%

9.3%

9.8%
12.1%

13.8%
8.9%

4.8%

28.5%

9.3%

8.5%
13.7%

20.8% 18.2%

14.7%

18.2%
15.2%

13.8%

4.5%
34.6%

10.0%

8.6%

8.5%
4.6%

9.9% 15.2%

16.7%

15.2%

13.5% 12.6%

16.8%

1.3%

16.3%

16.6%

50.8% 49.7%

38.1% 35.6%

44.7%

35.6%
42.3% 41.8%

47.0% 45.9%

23.0%

52.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

自宅近くの商店

長者原駅～原町駅

周辺の商店街

県道６０７号線

四軒屋～吉田間

イオンモール福岡

農産物直売所

「なのみの里」

天神・博多の

百貨店など

天神・博多百貨店

以外の福岡市内

その他町外

粕
屋
町
内

福
岡
市
内

他

回答者数：

8.5%
13.7% 15.3% 12.8% 15.2% 12.8% 12.8% 13.6% 14.4%

5.2%

20.5%
13.1%

6.3% 2.5%
3.8%

6.6%
3.8% 5.5% 3.9%

9.4%

4.3%

2.9%

2.8%
5.1%

1.7%
0.5% 1.5%

2.6%

1.5%
1.3% 2.7%

2.0%

1.3%

2.9%

1.4%
0.2% 0.2%

1.0%

15.3%

19.4%

13.4%
20.3%

19.2%

20.3% 19.8% 17.5%

15.8%

10.4%

33.1%

15.2%

22.0%

20.6%
34.2%

28.6% 19.9% 28.6% 25.1%
23.8% 15.8%

36.8%

19.2%

24.1%

6.8%

2.9%

4.5%
7.5% 11.3% 7.5%

8.4%
6.8% 9.4%

2.2%

7.1%

10.0%

42.4%
35.4%

29.7%
25.6% 25.2% 25.6% 26.9%

31.6% 31.7%
39.4%

13.4%

32.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

自宅近くの商店

長者原駅～原町駅

周辺の商店街

県道６０７号線

四軒屋～吉田間

イオンモール福岡

農産物直売所

「なのみの里」

天神・博多の

百貨店など

天神・博多百貨店

以外の福岡市内

その他町外

粕
屋
町
内

福
岡
市
内

他

回答者数：
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3） その他 

・若い世代で「天神・博多の百貨店」の利用が多い。 

・仲原地区では「イオンモール福岡」の利用が多い。 

 

 

  

8.5% 10.9% 10.9% 12.8% 11.9% 12.8% 12.6% 11.9% 12.4% 10.8% 12.1% 13.1%
3.4%

6.3% 6.9%

14.3%
9.3%

14.3%
9.3% 8.0%

11.4%
10.0% 7.9% 5.9%

37.3% 27.4% 24.8%

23.3%

19.9%

23.3%

22.5% 26.1%
21.8%

22.9% 23.4% 26.9%

1.3%

0.4%
0.8%

0.7%

47.5%
51.4%

46.0%
36.8%

44.4%

36.8%
43.2%

43.9% 43.1%

36.8%

52.3%
41.0%

2.3%
6.4%

8.3% 6.6% 8.3% 7.8%
5.5%

3.5%
11.7%

3.3%

7.9%

0.6%
0.8%

1.3%
0.8% 1.1%

0.5% 0.4%
1.0%3.4%

0.6%
3.5% 4.5% 6.0% 4.5% 4.2% 3.3%

6.4% 6.1%
0.8% 1.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

自宅近くの商店

長者原駅～原町駅

周辺の商店街

県道６０７号線

四軒屋～吉田間

イオンモール福岡

農産物直売所

「なのみの里」

天神・博多の

百貨店など

天神・博多百貨店

以外の福岡市内

その他町外

粕
屋
町
内

福
岡
市
内

他

回答者数：
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(19) 充実させたい商業施設 

 

・「幹線道路沿いの中小規模のスーパーマーケットなど」（31.6％）、「長者原駅～原町駅周辺の商

店街」（24.0％）の割合が高いが、「現状のままで十分」も 20.7％を占める。 

・大規模商業施設をこれ以上望む住民は少ない。 

・前回調査より「現状のままで十分」という意見が減少している。 

 

回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

■年齢別･性別・地区別集計 

・高齢世代で「幹線道路沿いの中小規模のスーパーマーケットなど」の割合が高い。 

・若い世代は「大型商業施設」や「コンビニエンスストア」の割合が他の世代より高い。 

・粕屋西地区では「現状のままで充分」が多く、「長者原駅～原町駅周辺の商店街」が少ない。 

・長者原駅や原町駅がある粕屋中央地区で「長者原駅～原町駅周辺の商店街」が多い。 

  

24.0％（234人）

31.6％（307人）

7.4％（72人）

11.0％（107人）

20.7％（201人）

5.3％（52人）

28.0％（219人）

29.8％（233人）

5.0％（39人）

8.7％（68人）

26.0％（203人）

2.4％（19人）

0% 10% 20% 30% 40%

長者原駅～原町駅周辺の商店街

幹線道路沿いの中小規模の

スーパーマーケットなど

郊外の大型商業施設

（映画館などの娯楽施設を含む）

住宅地の中のコンビニエンスストア

現状のままで十分

その他
今回調査（H30）

前回調査（H20）

3.4% 5.2% 9.0%
3.8% 7.5%

2.7% 4.8% 6.0% 5.5% 4.9% 7.9% 3.9%

22.4% 19.7%
17.4%

20.5%
21.8%

22.7% 20.8% 20.0%
15.4%

32.1%
18.6%

16.1%

19.0%
11.6% 11.4%

10.6%
8.8%

9.8% 9.6% 12.2%
15.9%

5.8%

14.9%

8.1%

13.8%

13.3%
6.0% 8.3% 2.7% 5.5% 8.3%

6.6% 7.5%

9.4%
7.0%

6.7%

20.7%

27.7%
33.8% 32.6% 33.3% 32.9%

33.5% 29.8%
35.3%

42.0%

27.3%

24.9%

20.7% 22.5% 22.4% 24.2% 25.9% 26.3% 22.9% 25.4%
20.4%

5.8%

24.4%

40.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

長者原駅～原町駅周辺の

商店街

幹線道路沿いの中小規模の

スーパーマーケットなど

郊外の大型商業施設

（映画館などの娯楽施設を含む）

住宅地の中の

コンビニエンスストア

現状のままで十分

その他

回答者数：

設問：問７ 粕屋町で今後どのような施設が特に充実すれば、より暮らしが豊かになると思い

ますか。（選択肢から１つだけ選択する単一回答） 
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(20) 工業・流通業地のあり方 

 

・「住環境に対する対策がとれれば、現在の場所で操業を続けても構わない」が 67.0％と、過半

数を占めており、「新たに工業・流通団地へ移転・集約すべき」は 22.7％であった。 

・前回調査から大きな変化はないが、「新たに工業・流通団地へ移転・集約すべき」は 25.0％か

ら 22.7％へとやや減少している。 

  
回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

 

■年齢別･性別・地区別集計 

・地区間で回答に大きな差はなく、最も住工混在が著しい粕屋西地区においても他地区と同様

の回答であった。 

 

67.0％（626人）

22.7％（212人）

7.8％（73人）

2.5％（23人）

67.2％（525人）

25.0％（195人）

6.5％（51人）

1.3％（10人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

住環境に対する対策がとれれば、

現在の場所で操業を続けても

構わない

住環境への影響を考え、新たに

工業・流通団地へ移転・集約

すべき

住環境への影響があっても

移転・集約まで行わなくてよい

その他 今回調査（H30）

前回調査（H20）

3.5% 1.2% 2.5% 2.3% 3.6% 2.2% 2.4% 2.6% 2.1% 1.8% 4.0% 2.2%

8.8%
5.2% 5.5% 4.6%

9.5% 11.4% 7.5% 7.7% 8.7% 7.2%
8.0%

6.9%

21.1%
24.9% 21.5% 24.4%

18.2%
24.6%

26.1%
19.5%

23.1% 25.1%
24.1%

19.7%

66.7% 68.8% 70.5% 68.7% 68.6%
61.8% 64.1%

70.2%
66.2% 65.9% 63.8%

71.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

住環境に対する対策がと

れれば、現在の場所で操

業を続けても構わない

住環境への影響を考え、

新たに工業・流通団地へ

移転・集約すべき

住環境への影響があって

も移転・集約まで行わなく

てよい

その他

回答者数：

設問：問８ 町内の「工業・流通業地」の今後のあり方について、あなたの考えに最も近いも

のどれですか。（選択肢から１つだけ選択する単一回答） 
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2.5交通の利便性 

 

(21) 行くのが不便な主要施設 

・行くのが不便な場所として特に多くあげられたのは、「イオンモール福岡」（18.1％）であった。

次いで「JR 柚須駅」（12.1％）、「役場・健康センター・サンレイクかすや周辺」（10.1％）が多

かった。 

・前回調査から「役場・健康センター・サンレイクかすや周辺」が不便という意見が大きく減

少している。 

 
回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

  

12.1％（191人）

9.1％（144人）

6.6％（104人）

3.4％（53人）

4.1％（64人）

3.7％（59人）

2.0％（32人）

10.1％（160人）

1.8％（28人）

6.9％（109人）

18.1％（285人）

8.9％（141人）

8.6％（136人）

4.5％（71人）

12.2％（77人）

11.8％（75人）

7.6％（48人）

4.9％（31人）

3.8％（24人）

3.9％（25人）

5.4％（34人）

17.7％（112人）

1.4％（9人）

5.1％（32人）

16.0％（101人）

4.9％（31人）

4.7％（30人）

0.6％（4人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

ＪＲ柚須駅周辺

ＪＲ原町駅周辺

ＪＲ長者原駅周辺

ＪＲ門松駅周辺

ＪＲ伊賀駅周辺

ＪＲ酒殿駅周辺

福祉センター

役場・健康ｾﾝﾀｰ・ｻﾝﾚｲｸかすや周辺

粕屋フォーラム周辺

駕与丁公園（かすやドーム）

イオンモール福岡

県道６０７号線 四軒屋～吉田間の

長者原交差点付近

その他
今回調査（H30）

前回調査（H20）

県道６０７号線四軒屋～吉田間の

商業施設集積地

設問：問９ 普段よく利用する場所で、自宅からそこまで行くのに不便さを感じる場所は？ 

その解消のため必要と思うことは？ 

（“行くのが不便な場所”を 2 つまで選択し、それぞれ“解消する為必要なこと”を 2

つまで選択する複数回答） 
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(22) 不便さの解消に必要なこと 

・イオンモール福岡以外のすべての施設で、不便さを解消するために必要なことは「バイパス

を新設する」か「既設道路の拡充」のどちらかが最も多く、車社会に対応した幹線道路の整

備へのニーズが高い。 

・行くのが最も不便な主要施設にあげられた「イオンモール福岡」では「路線バスのルート新

設」が最も多かった。 

 

路線バスの整備 

路線バスのルート新設や増便が多くあがっている施設は以下の通り。 

「イオンモール福岡」新設 119 件、増便 50 件 

「役場・健康センター・サンレイクかすや周辺」新設 52 件、増便 35 件 

「県道６０７号線 四軒屋～吉田間の商業施設集積地」新設 27 件、増便 24 件 

「JR 柚須駅周辺」新設 32 件、増便 14 件 

「駕与丁公園」新設 30 件、増便 18 件 

 

駅や周辺施設の整備 

・駅の新設や電車の増便についてはあまりあげられなかった。 

・周辺施設の整備についてもあまりあげられなかったが、JR 柚須駅では「駐車場や駐輪場の充

実」や「街路灯の増設」、駕与丁公園では「駐車場の充実」、JR 酒殿駅では「街路灯の増設」

等があった。 

 

■主要施設別 不便さの解消のために必要なこと 

              

   

97件

74件

81件

53件

16件

23件

9件

119件

50件

0件

1件

0件

0件

0件

0件 20件 40件 60件 80件 100件 120件 140件

バイパスの新設

既設道路の拡幅

自転車道の充実

歩行者道の充実

バリアフリー化の充実

駅の新設

電車の増便

路線バスのルート新設

路線バスの増便

駐車場の充実

一時駐車スペースの充実

駐輪場の充実

街路灯の新設・増設

その他

道
路

公
共
交
通

周
辺
施
設

イオンモール福岡

88件

81件

49件

44件

7件

7件

8件

32件

14件

7件

4件

4件

8件

1件

0件 20件 40件 60件 80件 100件

バイパスの新設

既設道路の拡幅

自転車道の充実

歩行者道の充実

バリアフリー化の充実

駅の新設

電車の増便

路線バスのルート新設

路線バスの増便

駐車場の充実

一時駐車スペースの充実

駐輪場の充実

街路灯の新設・増設

その他

道
路

公
共
交
通

周
辺
施
設

ＪＲ柚須駅周辺

57件

57件

31件

25件

4件

4件

7件

52件

34件

0件

0件

0件

1件

0件

0件 10件 20件 30件 40件 50件 60件

バイパスの新設

既設道路の拡幅

自転車道の充実

歩行者道の充実

バリアフリー化の充実

駅の新設

電車の増便

路線バスのルート新設

路線バスの増便

駐車場の充実

一時駐車スペースの充実

駐輪場の充実

街路灯の新設・増設

その他

道
路

公
共
交
通

周
辺
施
設

役場等周辺

62件

66件

34件

46件

9件

11件

17件

13件

4件

1件

1件

0件

3件

0件

0件 10件 20件 30件 40件 50件 60件 70件

バイパスの新設

既設道路の拡幅

自転車道の充実

歩行者道の充実

バリアフリー化の充実

駅の新設

電車の増便

路線バスのルート新設

路線バスの増便

駐車場の充実

一時駐車スペースの充実

駐輪場の充実

街路灯の新設・増設

その他

道
路

公
共
交
通

周
辺
施
設

ＪＲ原町駅周辺

不便さ 2 位 

不便さ 4 位 不便さ 3 位 

不便さ 1 位 

回答者数： N=1,005 
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2.6自然や景観 

(23) 自然環境の保全・整備 

 

・今後必要な“自然環境の保全・整備”としては、「緑地の保全」（36.5％）が最も多く、「現状

維持」と「特に保全する必要なし」を除くと、「水辺の整備」（21.1％）、「農地の保全」（12.3％）

の順となっている。「現状維持」と「特に保全する必要なし」を合わせると 28.1％を占め、「水

辺の保全」（21.1％）より多い。 

・前回調査同様に「緑地の保全」が最も多いが、「現状維持」や「特に保全する必要なし」の割

合が 2 倍近く増えている。 

  

 

■年齢別･性別・地区別集計 

・全ての年齢層、性別、地区で「緑地の保全」が最も多い。 

・大川地区ではほかの地区より「水辺の保全」の割合が高い。 

  

36.5％（348人）

12.3％（117人）

21.1％（201人）

21.8％（208人）

6.3％（60人）

2.0％（19人）

42.5％（639人）
13.8％（208人）

28.4％（427人）

11.2％（169人）

2.9％（44人）

1.1％（17人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

緑地の保全

農地の保全

水辺の整備

現状維持

特に保全する必要なし

その他
今回調査（H30）

前回調査（H20）

3.0% 0.8% 2.0% 3.6% 1.9% 2.1% 1.5% 2.2% 3.3% 1.1%
5.6% 8.1% 2.0%

11.1% 10.2% 4.0% 5.9% 6.6% 4.6% 5.3%
8.4%

6.6%

25.9%
27.3%

21.6%

26.2%

14.3%
19.0% 22.1% 21.6%

18.6%
25.2%

21.3%
20.8%

14.8%

18.0%
27.1%

21.4%

18.4% 21.4%
22.3% 19.7%

25.8%
18.6%

22.2%

17.9%

9.3%

12.8% 16.1% 7.9%

12.2%
11.3%

12.2% 12.4% 11.9% 11.1%
13.0%

13.5%

44.4%

33.7% 30.2% 32.5%

42.9% 40.7%
35.7% 37.6% 37.6% 37.6%

31.8%
40.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

緑地の保全

農地の保全

水辺の整備

現状維持

特に保全する

必要なし

その他

回答者数：

設問：問 10 粕屋町として、今後必要な“自然環境の保全・整備”はどれですか。 

（選択肢から 1つだけ選択する単一回答） 

回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 
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(24) 守るべき景観・改善すべき景観 

 

1） 守るべき景観 

・守るべき景観としては「駕与丁公園」（43.1％）が最も多くあげられた。続いて「住宅と田畑

が一体となった風景」（15.6％）、「郊外部に広がる田畑」（11.6％）の“農地・田園の風景”が

27.2％あげられた。 

・前回調査より「駕与丁公園」や「住宅と田畑が一体となった風景」の割合が増加しており、反

対に「丸山」「江辻山」「多々良川や須恵川などの河川」などの自然の山林や河川が大きく減

少している。 

  

回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

  

3.8％（65人）

1.5％（25人）

6.2％（106人）

11.6％（197人）

15.6％（266人）
43.1％（733人）

2.4％（40人）

6.1％（103人）

3.5％（60人）

1.4％（24人）

0.4％（7人）

3.5％（60人）

0.8％（13人）

0.1％（2人）

9.3％（189人）

2.9％（58人）

6.1％（123人）

11.7％（236人）

10.3％（209人）

32.0％（647人）

4.5％（92人）

8.8％（178人）

5.1％（103人）

2.3％（47人）

0.8％（17人）

5.4％（110人）

0.5％（11人）

0.1％（2人）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

丸山

江辻山

ボタ山

郊外部に広がる田畑

住宅と田畑が一体となった風景

駕与丁公園

農業用ため池

多々良川や須恵川などの河川

歴史的なまち並み

住宅地のまち並み

幹線道路沿道のまち並み

駅や公共施設

橋や道路など

その他

今回調査（H30）

前回調査（H20）

設問：問 11 粕屋町で“守るべき景観”“改善すべき景観”はどれですか。 

（“守るべき景観”と“改善すべき景観”をそれぞれ 2つまで選択する複数回答） 
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■年齢別･性別・地区別集計 

・全ての年齢層、性別、地区で「駕与丁公園」が最も多くあげられた。 

年代別 

・「ボタ山」は 50 代、60 代、70 歳以上で多い。 

・「郊外部に広がる田畑」と「住宅と田畑が一体となった風景」は 18~29 歳の若い世代で多い。 

・「多々良川や須恵川などの河川」は 30 代～50 代で多い。 

性別 

・女性の方が「郊外部に広がる田畑」と「住宅と田畑が一体となった風景」の割合が多い。 

地区別 

・「丸山」「江辻山」は大川地区で多い。 

・「多々良川や須恵川などの河川」は粕屋西地区で多い。 

 

 

  

7.2% 5.6%

5.3%

8.5% 7.6% 7.4%
5.8% 7.7%

6.1%
9.9% 5.1%

44.3%
44.7% 42.0% 42.9%

44.6%
41.9%

42.5%
43.6% 39.3%

43.7%
46.4% 42.4%

19.6% 14.2% 16.0% 15.6%
17.4%

14.5%

13.3% 18.2%

14.2%

16.0%
16.4%

15.5%

13.4%
11.9% 11.2% 8.7% 11.2%

13.4%

11.4% 12.0%

10.9%

11.0%
12.1%

12.0%

9.5% 6.2%
8.5%

6.7% 5.2%

5.3%

5.0% 7.8%
6.5%

6.5% 10.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

丸山

江辻山

ボタ山

郊外部に広がる田畑

住宅と田畑が一体となった風景

駕与丁公園

農業用ため池

多々良川や須恵川などの河川

歴史的なまち並み

住宅地のまち並み

幹線道路沿道のまち並み

駅や公共施設

橋や道路など

その他

※5%以下の小さい値は 非表示
回答者数：
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2） 改善すべき景観 

・改善すべき景観としては「橋や道路など」（23.2％）、「駅や公共施設」（21.6％）、「多々良川や

須恵川などの河川」（19.3％）が多くあげられた。 

・前回調査より「駅や公共施設」「駕与丁公園」の割合が大きく増加しており、反対に「ボタ山」

「農業用ため池」の割合が大きく減少している。 

 
 

■年齢別･性別・地区別集計 

・若い世代で「駅や公共施設」の割合が高く、高齢の世代で「多々良川や須恵川などの河川」が

多い。 

・「多々良川や須恵川などの河川」は大川地区で多い。 

 

0.3％（5人）

0.6％（10人）

3.7％（60人）

1.0％（16人）

1.5％（24人）

5.7％（91人）

2.5％（41人）

19.3％（311人）

3.5％（56人）

6.0％（96人）

10.1％（162人）
21.6％（348人）

23.2％（373人）
1.0％（16人）

0.7％（11人）

1.4％（23人）

10.3％（172人）

1.5％（25人）

1.8％（30人）

0.5％（9人）

8.7％（145人）

17.9％（299人）

3.3％（55人）

6.2％（103人）

12.8％（214人）

14.0％（233人）

20.1％（335人）0.8％（13人）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

丸山

江辻山

ボタ山

郊外部に広がる田畑

住宅と田畑が一体となった風景

駕与丁公園

農業用ため池

多々良川や須恵川などの河川

歴史的なまち並み

住宅地のまち並み

幹線道路沿道のまち並み

駅や公共施設

橋や道路など

その他

今回調査（H30）

前回調査（H20）

24.4% 26.7%
21.5% 24.7% 23.8% 21.2% 22.3% 24.1%

19.9%
24.2% 20.8%

26.4%

30.2% 26.0%

23.9% 18.9% 18.3% 18.6% 20.6%
22.9%

18.8%

24.2%
22.5%

20.7%

5.8% 10.5%

11.5%
7.0% 9.9% 11.1%

11.0%
9.1%

8.9%

10.2%

9.4%
11.4%

6.1%

6.7%

5.6% 6.6%
6.0% 5.8%

6.3%

5.8%

6.3%
5.7%5.7%

14.0%
11.6% 17.9%

18.5% 23.0%

24.8%
18.3% 20.5%

25.9%

19.6%

18.4%
15.0%

7.0%
6.5% 5.8% 8.4% 5.6% 5.3% 6.1%

5.0%

6.0%
7.0%

5.2% 5.1% 5.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

丸山

江辻山

ボタ山

郊外部に広がる田畑

住宅と田畑が一体となった風景

駕与丁公園

農業用ため池

多々良川や須恵川などの河川

歴史的なまち並み

住宅地のまち並み

幹線道路沿道のまち並み

駅や公共施設

橋や道路など

その他

※5%以下の小さい値は 非表示
回答者数：

回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 
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(25) 景観向上に向けた取り組み 

 

・多かったのは「電線を地中化し、すっきりとした道路にする」（29.9％）、「街路樹を増やし、

緑豊かな道路にする」（24.9％）で、これらは前回設問より割合が増えている。 

・前問の改善すべき景観と同じく、道路景観についての取り組みが多くあげられている。 

・「マンションなどの高さや色彩のコントロール」や「歴史的建造物の保全」の割合は減少して

いる。 

  

 

■年齢別･性別・地区別集計 

・全ての年齢層、性別、地区で「電線を地中化し、すっきりとした道路にする」と「街路樹を増

やし、緑豊かな道路にする」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.8％（65人）

10.5％（180人）

9.8％（168人）

5.8％（100人）

6.2％（106人）
29.9％（512人）

24.9％（427人）

7.2％（123人）

1.8％（31人）

3.1％（65人）

13.9％（289人）

16.5％（345人）

5.0％（105人）

8.2％（171人）

22.2％（462人）

23.1％（482人）

6.9％（143人）

1.1％（23人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

住宅地で、個々の住宅の外観デザインや

色を調和させるルールをつくる

価値のある歴史的建造物は保全し、周り

の不調和な建物を規制する

マンションなどの高さや色彩を

コントロールする

商業施設の外観やデザインなどを

周辺と調和させる

看板の大きさ、色、デザイン

などを制限する

電線を地中化し、

すっきりとした道路にする

街路樹を増やし、緑豊かな道路にする

美しいまちづくりに貢献している

取り組みを表彰する

その他

今回調査（H30）

前回調査（H20）

設問：問 12 粕屋町の良好な景観形成、景観向上のためには、特にどのようなことが必要と思

いますか。（選択肢から 2つまで選択する複数回答） 

回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

10.4% 5.9% 6.7% 8.3%
5.4% 7.7% 7.4% 6.8% 5.6% 8.8% 8.0% 6.0%

32.3%

28.6% 24.9% 20.5% 26.8% 22.6% 22.8% 27.4% 26.1%
27.6%

22.2% 24.9%

25.0%
32.2%

31.8%
28.8%

33.5%
26.5%

31.9% 27.9% 30.6%
27.6%

30.2% 30.6%

5.2% 4.9%
6.1%

5.2%

7.4%

6.4%

6.4% 6.0% 6.5% 6.0%
7.5% 5.0%

7.3% 6.6%
6.1%

8.7%
6.3%

5.5% 5.3% 7.3% 6.6%

5.2% 6.6% 9.8%
7.4%

9.7%

14.2%

9.1% 10.6% 10.7% 8.0% 9.7% 10.7%

9.4% 8.6% 8.7%
13.5%

8.9%
13.3% 10.5% 10.2% 12.1% 11.3% 9.2% 9.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

住宅地で、個々の住宅の外観デザイ

ンや色を調和させるルールをつくる

価値のある歴史的建造物は保全し、

周りの不調和な建物を規制する

マンションなどの高さや色彩をコント

ロールする

商業施設の外観やデザインなどを周

辺と調和させる

看板の大きさ、色、デザインなどを制

限する

電線を地中化し、すっきりとした道路

にする

街路樹を増やし、緑豊かな道路にす

る

美しいまちづくりに貢献している取り

組みを表彰する

その他

※5%以下の小さい値は 非表示
回答者数：
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2.7土地利用のあり方 

(26) 土地利用についての住民意識 

 

・「調和がとれており良い」とする人は 18.6％にとどまるが、「農地や緑地の状態が良い」（7.5％）、

「住宅地が整然として良い」（4.7％）とあわせると、土地利用を肯定的に見ている住民が 3 割

となる。 

・残りの 7 割は土地利用上何らかの問題点を指摘しており、最も多かったのは「住宅地と工業・

流通施設の混在が目立つ」（30.1％）で、前回調査から割合が 1.5 倍に増えている。次いで多

かったのは「農地と住宅地の混在が目立つ」（15.4％）であった。 

  

 

 

■年齢別･性別・地区別集計 

・若い世代では肯定的な意見が多い。 

・粕屋西地区と大川地区では「住宅地と工業・流通施設の混在が目立つ」が多い。 

・仲原地区では他の地区より「農地や緑が荒れている」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.6％（165人）

4.7％（42人）
30.1％（268人）

15.4％（137人）

7.5％（67人）

10.7％（95人）

9.6％（85人）

3.4％（30人）

19.0％（139人）

4.2％（31人）

19.7％（144人）

20.2％（148人）

7.0％（51人）

12.4％（91人）

13.7％（100人）

3.7％（27人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

全体として調和がとれており良い

住宅地が整然として良い

住宅地と工業・流通施設の混在が目立つ※

農地と住宅地の混在が目立つ

農地や緑地の状態が良い

農地や緑地が荒れている

無秩序な開発が目立つ

その他
今回調査（H30）
前回調査（H20）

設問：問 13 現在の粕屋町の土地利用状況についてどう感じられますか。 

（選択肢から 1つだけ選択する単一回答） 

※前回調査では「住宅地と流通施設の混在が目立つ」

と表記としている。 

回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

1.9% 3.7% 3.2% 3.3% 5.1% 2.7% 4.0% 2.8% 3.7% 3.3% 4.6% 2.3%
7.4% 4.9%

11.6% 9.2%
14.0%

9.1% 10.1% 9.0% 6.9% 5.3%
12.3% 12.9%

7.4% 9.2%

9.0%
7.5%

11.0%
15.1% 11.0%

10.2% 9.6%
7.2%

17.4%

8.6%7.4% 8.6%
5.8% 9.2%

6.6%
8.2%

5.6% 9.7% 9.6%

4.3%

10.5%

5.9%
11.1%

12.9%
12.2% 15.8%

19.9% 18.7%

16.6% 14.3% 14.9%

12.0%

17.8%

17.2%

22.2%

30.1%
33.3%

34.2%

27.9% 29.2%

31.3%
29.3%

37.8%

49.3%

15.5%

21.1%

11.1%

8.0%
3.7%

2.5%
2.2% 4.1%

4.7%
4.8%

3.7% 4.8%
3.7%

5.5%

31.5%
22.7% 21.2% 18.3%

13.2% 12.8% 16.8% 19.9%
13.8% 13.9%

18.3%
26.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

全体として調和がとれて

おり良い

住宅地が整然として良い

住宅地と工業・流通施設

の混在が目立つ

農地と住宅地の混在が

目立つ

農地や緑地の状態が良

い

農地や緑地が荒れてい

る

無秩序な開発が目立つ

その他

回答者数：
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(27) 人口増加に対応する新たな宅地整備の方向性 

 

・最も多いのは「今の市街地の空き地や未利用地を住宅地として有効活用する」（41.8％）で、

次いで「現状のままで良く、これ以上人口や住宅地を増やす必要はない」（21.7％）であった。 

・「市街地の再整備」（14.7％）や「新たな宅地造成」（10.3％）、「建物の中高層化」（8.6％）など

の、新たな住宅整備を望む声は少なかった。 

・町の活力保持のためには人口増加に対応する宅地整備は重要だが、既に町内に居住している

住民としては、新たな住宅整備のニーズは低い。 

  

 

■年齢別･性別・地区別集計 

・全ての世代、性別、地区で「今の市街地の空き地や未利用地を住宅地として有効活用する」

が最も多い。 

  

14.7％（136人）

8.6％（80人）
41.8％（387人）

10.3％（95人）

21.7％（201人）

2.8％（26人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

密集した今の市街地を整然とした市街地に再

整備し、効率よく住宅地を確保する

今の市街地の一部地域で建物を中高層化し、

土地の有効・高度利用を進める

今の市街地の空き地や未利用地を住宅地とし

て有効活用する

市街地周辺で宅地造成を行い、新たな住宅地

を供給する

現状のままで良く、これ以上人口や住宅地を

増やす必要はない

その他

2.4% 2.6% 4.8% 4.3% 2.1% 3.7% 2.0% 4.1% 2.8% 2.6% 2.2%

30.2%
18.5% 19.9%

20.6%
29.0%

19.5% 18.6% 25.2% 20.4% 19.8%
25.6%

21.3%

5.7%

5.4%
8.7%

13.5%

8.7%

15.7% 11.5%
8.4% 12.2%

11.1%

10.6%

7.8%

32.1% 50.0%
46.9%

39.7% 37.0%
37.3%

39.4%
44.4%

37.8%
40.1%

41.4%

46.3%

13.2%

7.1%
8.2% 8.7% 9.4%

8.9% 10.2%

7.3%
11.2% 10.6%

5.7% 8.2%

18.9% 16.7% 13.8% 12.7% 11.6%
16.5% 16.7%

12.8% 14.3% 15.7% 14.1% 14.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

密集した今の市街地を整然

とした市街地に再整備し、

効率よく住宅地を確保する

今の市街地の一部地域で

建物を中高層化し、土地の

有効・高度利用を進める

今の市街地の空き地や未

利用地を住宅地として有効

活用する

市街地周辺で宅地造成を

行い、新たな住宅地を供給

する

現状のままで良く、これ以

上人口や住宅地を増やす

必要はない

その他

回答者数：

設問：問 14 人口定住化の受け皿となる、住宅を確保するための土地利用の在り方について

どのようにお考えですか。（選択肢から 1つだけ選択する単一回答） 

回答者数： N=1,005 
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(28) 九州大学附属農場跡地の活用方針 

 

・最も多いのは「医療・福祉の拠点」（20.9％）で、「教育･文化活動の拠点」（15.9％）、「阿恵遺

跡等を活用した公園整理」（13.6％）、「レクリエーション施設などを中心としたにぎわい拠点」

（11.9％）が続く。医療・文化・レクリエーションの場としての活用ニーズが高い。 

・既に町内に居住している住民のための施設充実等を望むという、住民からは当然多くあがっ

てくる意見と言える。 

・反対に「物販を中心とした新たな商業地」は 8.1％、「活力を生み出す新たな産業地」は 5.4％

と商業・工業用地としてのニーズは低い。 

 

 

 

■年齢別･性別・地区別集計 

・「住宅地」の整備は 18～39 歳の若い世代に多い。 

・「市民農園」は 40～60 代に多い。 

 

3.2％（61人）

10.0％（188人）

15.9％（299人）

9.5％（179人） 20.9％（393人）

11.9％（224人）

8.1％（153人）

13.6％（256人）

5.4％（102人）

1.5％（29人）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

中高層住宅が並ぶ住宅地

緑豊かでゆとりある戸建住宅地

教育・文化活動の拠点

市民農園など農地を活かしたまちづくり

医療・福祉施設の拠点

レクリエーション施設などを中心としたにぎわい拠点

物販施設を中心とした新たな商業地

阿恵遺跡等を活用した公園整備

活力を生み出す新たな産業地

その他

1.8% 1.8% 1.9% 1.7% 1.0% 1.7% 1.4% 1.6% 1.3% 0.9% 2.4%5.7% 5.7% 4.4% 4.6% 5.8% 6.4% 6.4% 4.3% 4.7% 4.5% 6.1% 6.4%

14.2%
15.0%

12.9% 15.3% 14.4% 11.5% 12.9% 14.4% 12.7% 15.8% 13.2% 13.1%

4.7%

10.5%
9.8% 5.0% 6.8%

8.4%
8.3% 7.9% 7.5%

7.4% 8.5% 9.1%

17.9%

13.2%
14.7%

11.1% 9.6% 9.3%
12.6% 11.3% 12.4%

11.4% 11.5%
11.7%

17.9% 12.6% 16.5% 23.8% 22.3% 28.0%
21.4%

20.5% 22.5% 18.8% 23.0% 19.1%

5.7% 8.1%
10.5%

12.6% 13.4% 6.8% 8.3%
10.5% 8.3% 9.8%

8.7% 10.2%

14.2% 15.0%
16.7%

13.4% 17.8%
16.3% 15.7% 16.2% 15.0% 16.3%

18.2% 14.6%

16.0% 13.2%
10.3% 8.8%

7.2%
8.6% 9.0% 10.8% 11.9% 10.7%

7.8%
10.2%

3.8% 5.1% 2.6% 3.4% 1.0% 3.7% 3.6% 2.8% 3.6% 4.0% 2.2% 3.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

中高層住宅が並ぶ住宅地

緑豊かでゆとりある戸建住宅地

教育・文化活動の拠点

市民農園など農地を活かしたまち

づくり
医療・福祉施設の拠点

レクリエーション施設などを中心とし

たにぎわい拠点
物販施設を中心とした新たな商業

地
阿恵遺跡等を活用した公園整備

活力を生み出す新たな産業地

その他

回答者数：

設問：問 15 九州大学付属農場跡地では、どのような街づくりをすべきと思いますか。 

（選択肢から２つまで選択する複数回答） 

回答者数： N=1,005 
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2.8まちづくりへの参加 

(29) まちづくりの主体 

 

・「まちづくりは行政が主体で」という 2 項目をあげた人が、あわせて 69.0％にのぼった。その

中でも「住民でできることは住民でやるべきだが・・・」という意見が 54.5％で最大であっ

た。 

・「住民が中心で」という意見の割合は、17.1％にとどまっており、前回調査より減少している。 

 

 
回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 

■年齢別･性別・地区別集計 

・「これまでのように行政主体でとなってい進めるべき」という意見は 50 代で特に多い。 

  

14.5％（143人）

54.5％（536人）

17.1％（168人）

11.7％（115人）

2.2％（22人）

9.7％（75人）

53.9％（418人）

26.3％（204人）

8.8％（68人）

1.3％（10人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

これまでのように行政が主体となって進めるべき

住民でできることは住民でやるべきだが、

まちづくりは行政が主体となるべき

住民が中心となり、行政の協力を得ながら進める

べき

わからない

その他
今回調査（H30）

前回調査（H20）

2.9% 3.5% 2.3% 1.3% 1.5% 1.6% 2.9% 2.9% 2.2% 3.3% 1.0%
7.0%

13.7% 9.9% 10.5% 15.4% 10.8% 7.6%
15.8%

9.8% 12.6% 11.5% 12.6%

17.5%

14.3% 16.3%
12.0%

18.8%
20.8%

19.3%

14.6%
19.0% 15.7% 18.1%

15.7%

59.6%
55.4% 55.9%

51.9%

53.0% 54.6%
55.3%

54.0%
52.7% 56.5% 49.4% 59.1%

15.8% 13.7% 14.4%
23.3%

11.4% 12.3% 16.0% 12.7% 15.6% 13.0%
17.7%

11.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

これまでのように行政が

主体となって進めるべき

住民でできることは住民

でやるべきだが、まちづ

くりは行政が主体となる

べき
住民が中心となり、行政

の協力を得ながら進め

るべき

わからない

その他

回答者数：

設問：問 16 これからのまちづくりの主体について、あなたはどのようにお考えですか。 

（選択肢から 1つだけ選択する単一回答） 
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(30) 住民参加 

 

・参加に協力的な「積極的に参加」（3.8％）と「できるだけ参加」（28.9％）を合わせても 32.7％

にとどまり、前回の 46.7％から減少している。 

 

 

■年齢別･性別・地区別集計 

・年代的に見ると 70 歳以上と 18～29 歳で「不参加」が多い。「積極的に参加」は 60 代が最も

多いが、18～29 歳でも多い。18～29 歳の若い世代では、市民参加に意欲的な人と消極的な人

の二極化が見られる。 

・男性の方が「積極的に参加」や「できるだけ参加」が多く、市民活動に意欲的といえる。 

 

3.8％（37人）

28.9％（279人）

25.7％（248人）

17.7％（171人）

21.4％（207人）

2.5％（24人）

5.7％（44人）

41.0％（314人）

19.6％（150人）

15.0％（115人）

17.0％（130人）

1.7％（13人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

会合や行事にも積極的に参加し、地域の問題解決や

まちづくりのために活動したい（積極的に参加）

時間などが許す限り、まちづくりに関する住民活動

に参加したい（できるだけ参加）

自分の利害に直接関わる問題ならば参加する

（場合により参加）

地域のまちづくりに関する住民活動は、地域の代表

にまかせる（不参加）

わからない

その他
今回調査（H30）
前回調査（H20）

1.7% 2.5% 0.8% 0.7% 5.6% 2.3% 2.7% 4.0% 1.3% 3.3% 1.8%

27.3%
14.9%

20.8% 22.6% 24.1%
22.2%

16.0%

27.0%
19.4%

20.4%

26.0%

18.4%

21.8%

15.4%

13.4%
18.0% 12.4%

25.0%

15.8%

18.9%

17.9% 17.7%

16.9%

18.1%

29.1%

35.4%

37.1% 25.6%
24.8%

9.7%

27.6%

24.1%

29.4%
25.7%

18.6%
30.3%

16.4%
32.0%

25.2%

29.3%

28.3%
33.1% 32.6%

25.2%
24.9%

31.9% 30.6%
27.8%

5.5%
0.6% 1.0% 3.8%

9.7%
4.4% 5.7% 2.1% 4.5% 3.1% 4.5% 3.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18～29歳
N=59

30～39歳
N=175

40～49歳
N=202

50～59歳
N=135

60～69歳
N=153

70歳以上
N=273

男性
N=494

女性
N=499

大川
N=207

粕屋西
N=236

仲原
N=249

粕屋中央
N=290

年齢別 性別 地区別

会合や行事にも積極的に参加

し、地域の問題解決やまちづくり

のために活動したい

（積極的に参加）

時間などが許す限り、まちづくり

に関する住民活動に参加したい

（できるだけ参加）

自分の利害に直接関わる問題な

らば参加する

（場合により参加）

地域のまちづくりに関する住民活

動は、地域の代表にまかせる

（不参加）

わからない

その他回答者数：

設問：問 17 あなたはまちづくりに関する住民活動にどの程度参加したいですか。 

（選択肢から 1つだけ選択する単一回答） 

回答者数：今回調査（H30）N=1,005、前回調査（H20）N=810 

 


